
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 件 数 死 者 傷 者 

本 年 ３，８４２ ４２ ４，８０９ 

前 年 ４，３０３ ５６ ５，５９１ 

増 減 -４６１ -１４ -７８２ 

 件 数 死 者 傷 者 

本 年 １，０６０ ２０ ６２２ 

前 年 １，０９２ ２６ ７１８ 

増 減 -３２ -６ -９６ 

第１０号 

2016 年 

10 月１４日 

〈高齢者の事故〉 
※高齢者…65 歳以上をいう 

県内の交通事故は、前年と比べると発生件数、死傷者数ともに減少しています。       

例年、秋から冬の夕暮れ時や夜間は、歩行者や自転車利用者が被害に遭う交通事故が

多く発生します。車からも、また、歩行者などからもお互いが見えにくいことを認識し、安全

確認を徹底しましょう。 
  

 

 

 

歩行者などを発見

してから車が停止

するまでの距離 

ドライバー

に早 く 見

つけても

らうことが

大切！ 

車は急に止まれない！ 

夕暮れ時や夜間は、ものの形や色が見えにくくなり、歩行者や自転車を見落としがちになり

ます。車は急には止まれません。速度を落とし、余裕を持った運転を心がけましょう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所内に掲示するなど、多くの方々にご覧いただけるようご協力ください。 

TEL 077-522-1231（代表） Ｅﾒｰﾙ x0022@police.pref.shiga.jp 

危険な情報をいち早く見つけましょう！ 

車のライトを早めに点灯させて、周囲の危険をいち

早く見つけるように努めましょう。 

夜光反射材はライトが当たらないと光りません。 

歩行者などをいち早く発見するため、また、歩行者 

などに車の接近を知らせるためにも、早めにライトを 

点灯し、車の存在をアピールしましょう。 

 

こまめにロービームとハイビームの切り替えをして 

『 隠 れ た 危 険 』 を 見 つ け ま し ょ う 。 

 夜間における対歩行者・自転車事故を防止するには、どれだけ早く相手を発見

することができるかが重要です。前照灯をこまめにハイビームに切り替えること

で、いち早く歩行者や自転車を発見しましょう。また、運転時は、緊張感を持っ

て交通事故防止に努めましょう。 

 

横断歩道を横断する人は、「車のドライバーさんが

自分を見つけて止まってくれるはず・・・」と期待して待

っています。 

横断歩道では、車は必ず止まりましょう。 

また、横断歩道を横断する時は、「車は止まってく

れるだろう。」と安易に判断せず、車が停止したことを

確認した後、再度、安全確認してから横断しましょう。 

※ 対向車がある時、前に車がある時などは、前照灯を下向き（ロービーム）にしましょう。 


